
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■耐熱ガラスを使用しているはずの食器や照明用ガラスが高温で破損した！ 

    →耐熱ガラス(ほうけい酸ガラス)ではなく、耐熱性に劣るソーダ石灰ガラスに 

     変更されていた。 

     ガラスの熱膨張係数や組成などを測定することにより、ガラス種の区別が 

     可能です。 

 

■電気製品で作動不良や発煙・発火事故が発生した！ 

→回路図に指定されているコンデンサーや半導体を使用せず規格外の安価な部品

に変更されていた。 

  回路図に指定された部品が使用されているかなど電気的安全性に関する検証試

験が可能です。 

 

 ブンカケンでは、多数の分析装置や試験装置を保有しており、 
幅広くサイレントチェンジ問題に対応可能です。 
皆さまのご依頼をお待ちしております! 
 
 

  お問合せはこちらまで ☟ 

       一般財団法人 日本文化用品安全試験所  （ブンカケン） 
         http://www.mgsl.or.jp/ 

          東京事業所 製品安全部 TEL:03（3829）2509  seino-tokyo@mgsl.or.jp 

          大阪事業所 製品安全部 TEL：072（968）2226  anzen-osaka@mgsl.or.jp  

サイレントチェンジ対策をお手伝いします 

ブンカケンでは、 

サイレントチェンジによる事故や 

クレームを未然に防ぐための 

各種試験を実施しています。 


